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※厚生労働省作成「熱中症予防についてのリーフレット」及び「高齢者のための熱中症対策リーフレット」から抜粋

非常に暑い日が続いています。下記のことに気を付け、夏を乗り越えましょう。

熱中症予防のために

暑さを避ける

こまめに水分をとる

1日あたり

. を

目安に

● 1時間ごとにコップ1杯

● 入浴前後や起床後も

　 まず水分・塩分補給を

※水分や塩分の摂取量は

　かかりつけ医の指示に従いましょう。
コップ約6杯

熱中症の症状・熱中症が疑われる人を見かけたら（主な応急処置）

暑
さ
対
策
を

　

万
全
に
!!

◆所在地

　勝央町勝間田635番地（旧出雲街道沿い）

◆施設の特徴

　貴重な明治時代の郡役所庁舎の見学とともに、
町の歴史を知ることができる施設です。また、文
化財の魅力を活かして展示スペースとして使用す
ることもできます。

◆開館日

　火・木～日・祝日（月・水は休館）
　10：00～16：00（オープン日は11：00～）

◆観覧料

　無料

◆施設内の概要

・明治時代の擬洋風建築庁舎
今回の保存修理により、明治時代に使用された勝
田郡役所庁舎の姿を見ることができます。

・歴史展示室（常設、企画展示室）
勝央町の歴史について、町内の遺跡出土品や勝間
田焼、宿場の古文書などを常設展示し、パネルで
解説します。

・談話室（休憩）
落ち着いた雰囲気の室内で、自由に休憩できるス
ペースを設けています。

・貸部屋（ギャラリー、多目的室）
趣味や制作などの成果発表、コレクション展示の
場として部屋を貸出します。

※施設の駐車場はありません。勝央シェアスペース
駐車場（共用）を利用いただくか、役場駐車場を
利用してください。下山本陣関札

小池谷１号墳出土品

勝間田焼

勝田郡図（大正３年）

勝央ふるさとミュージアム−登録有形文化財旧勝田郡役所庁舎−

７月19日㈯に
リニューアルオープン！

関係者セレモニー　10：00〜　
一般開館　11：00〜　
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■町振興計画（後期）及び元気なまち総合戦略（第

３期）の策定について

　第５次勝央町振興計画の前期計画と第２期勝央

町元気なまち総合戦略が令和７年度をもって終了

することから、次期計画策定に向けて取り組んで

いる。行政機関や産業、金融、マスメディアなど

で構成する「戦略会議」、公募町民などからなる「町

民会議（地域振興・雇用部会、福祉・こども部会）」

を開催し幅広い意見を吸い上げる。

　町の将来像である「心豊かに安心して暮らせる

自然と文化のまち“元気な勝央”」を継承しつつ、

子育てや教育環境の充実など、重点施策を明確に

し、実効性の高い計画の策定を目指す。

■勝間田保育園新築工事について

　屋根工事・外装工事・外部建具工事が概ね完了

し、外部足場の解体を行った。現在、内装・外装

工事を進めており、プールや屋外倉庫、外構工事

についても並行して施工している。工程は概ね予

定どおりで本年７月末の完成に向け工事を進めて

いる。新園舎完成後は、８月中に落成式と内覧会

の開催を予定し、その後、備品の搬入や引越し作

業を行う。９月の開園に向けて担当部が関係各所

と調整を行っている。

■第３の居場所づくり事業について

　勝間田保育園の現園舎の跡地を利用して「こど

も未来センター」を令和８年４月に開設予定。Ｂ

＆Ｇ財団からの助成と国の交付金を活用し、学校

でも家庭でもない「第３の居場所」として、家庭

環境に課題を抱える子どもたちに基本的な生活習

慣や学習習慣の定着支援や療育教室の開催を予定

する。また、子どもたちが中心となり体験活動を

企画運営することで、自己肯定感を高め、地域と

の関わりを学び、「生き抜く力」を育む。

　その他、センター内では、乳幼児親子の居場所

「子育て広場」、乳幼児に関する事業や悩みの相

談、不登校やひきこもり、ニートをサポートする

「子ども・若者サポートネット事業」も兼ね備え、

子育て支援の拠点として機能させる。

　センターは、土・日・祝日、年末年始等を休館

とし、平日の開館時間は午前10時から午後７時。

小中高生は放課後から午後５時まで誰でも利用で

き、午後５時から午後７時までは登録制で学習習

慣支援や生活習慣支援を行う。夏休みなど長期休

暇は、午前10時から利用可能とする予定。

■勝央ふるさとミュージアムについて

　「旧勝田郡役所庁舎」は、令和３年度から建物

本体の耐震工事を始め、建物周辺の外構工事や付

属する蔵の改修工事など、関係するすべての工事

が完了。現在は、建物内の展示品などの設置や事

務機器の整備を行っている。国登録有形文化財旧

勝田郡役所庁舎はもとより、ミュージアムの展示

スペースでは「勝央町の生い立ち」をイメージさ

せる５つのゾーンに分け、町のなりたち、勝間田

焼の生産、出雲街道と勝間田宿、町の近代発展、

旧勝田郡役所保存修理など出土品や古文書、郡役

所関連の歴史資料などを展示する。

　貸出ギャラリーも設け、地域活動や交流の場を

提供し、旧出雲街道沿いとして町の歴史を知って

いただく施設を計画する。「勝央ふるさとミュー

ジアム」のオープニングは、７月19日㈯午前10

時を予定。

行 政 報 告

　令和７年勝央町議会第２回定例会が６月11日

から６月17日までの７日間の会期で開かれまし

た。町長の行政報告に続いて、専決処分３件・契

約案件２件・補正予算案件４件が上程され、原案

のとおり可決されました。

議会報告

令和７年勝央町議会第２回定例会
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▲完成間近の勝間田保育園新園舎
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個人情報保護のため、

ホームページ上では掲載しておりません。

令和７年度

保育園の園庭開放について
■申■込■み・■問　各保育園

　保育園の園庭開放を今年度も実施します。なお、今年度も園舎の中に入ることができる「園開放」は
実施せず、園庭を利用する「園庭開放」のみの実施とします。

news

お知らせ

実施保育園 実施日 申込期間

植月・吉野・古吉野 ７月２日㈬ 6月25日～
30日

勝間田・高取 ７月３日㈭ 6月26日～
7月1日

植月・吉野・古吉野 10月15日㈬ 10月7日～
10日

勝間田・高取 10月16日㈭ 10月9日～
14日

植月・吉野・古吉野 11月４日㈫ 10月27日～
31日

勝間田・高取 11月18日㈫ 11月10日～
14日

５園 令和８年
２月26日㈭

2月19日～
24日

※いずれの実施日も10：00～11：00

　町内５保育園に入園していない町内に住所を有
している子ども及び保護者

　水筒、帽子、着替え（服・紙パンツなど）

　開催日の１週間～２日前までに参加希望の保育
園に申し込んでください。申込時に、参加する子
ども及び保護者の氏名・子どもの年齢・当日連絡
がつく電話番号を確認します。

・雨天の場合は、中止します。
・参加者が多くなる場合は、参加をお断りする場

合があります。
・当日は、参加前に必ず検温を行ってください。

風邪症状がある場合は、参加をご遠慮ください。
・園庭開放に参加した園へ優先的に入園できるわ

けではありません。あらかじめご了承ください。

◆　実施日及び申込期間（直近分）　◆

◆　参加対象者　◆

◆　持参物　◆

◆　申込方法　◆

◆　その他　◆

・勝間田保育園　☎３８−２１７９　・植 月 保 育 園　☎３８−２３６６
・吉 野 保 育 園　☎３８−５０２５　・古吉野保育園　☎３８−２８３８
・高 取 保 育 園　☎３８−２６５５

◆　申込・問い合わせ先　◆

７月20日は

参議院選挙の投票日です

　７月20日㈰は、参議院議員通常選挙の投票日です。有権者の皆さんは、候補者や政党の
政見などを十分に見極めて、あなたの大切な一票を投じましょう。投票は、選挙区選挙の投
票用紙には候補者の氏名、比例代表選挙の投票用紙には候補者の氏名、または政党などの名
称のいずれかを書いて投票します。

投票所 対象地区 投票場所

第１投票所 勝間田 勝央町公民館

第２投票所 植　月 植月コミュニティセンター

第３投票所 吉　野 吉野コミュニティセンター

第４投票所 古吉野 古吉野コミュニティセンター

第５投票所 高　取 高取多目的研修集会所

　投票日に仕事や旅行、レジャーや買い物などで投票できない人は、期日前投票ができます。

期間：７月４日㈮～７月19日㈯　8：30～20：00

場所：勝央町役場庁舎　2階大会議室
※入場券をご持参ください。（入場券が届いていなくても選挙人名簿と対照のうえ、投票できます）

　　　　７月20日㈰
　　　　7：00〜18：00

投票日

　指定病院・施設に入院、入所中の人は、病院・

施設で不在者投票ができます。

　令和７年４月２日（２日を含む）までに勝央町

に住民登録を届け出て、勝央町の選挙人名簿に

載っている人。

　また、令和７年４月３日（３日を含む）以降に

町外に転出したが、新しい住所地の選挙人名簿に

載っていない人。ただし、18歳以上の選挙人名

簿新規登録者については、勝央町に住民票が作成

された日から引き続き３カ月以上住民基本台帳に

記録されていた人であって、勝央町に住所を有し

なくなった日後４カ月を経過しない人。

　令和７年４月３日（３日を含む）以降に勝央町

に住民登録した人は、前の住所地で投票すること

になります。

◆　投票所　◆

◆　期日前投票　◆

◆　病院・施設での不在者投票　◆

◆　勝央町で投票できる人　◆

◆　勝央町で投票できない人　◆

■問　勝央町選挙管理委員会（総務部内）　☎38-3111

news

お知らせ
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満１歳になるお子さんです。

笑 顔

１歳のお誕生日

　　　　おめでとう♪

　元気に大きくなってね！



　 ５ 月29日、
町の地方創生の
取り組みに協力
しようと株式会
社大成コンサル
タント（美作市）
の信田芳彦代表
取締役が役場を
訪れ、企業版ふ
るさと納税制度
を通じて勝央町
にご寄附をいただきました。
　いただいたご支援は、子どもの教育を充実する
事業など、町が推進する施策への活用を予定して
います。勝央町の取り組みにご賛同いただき、温
かいご支援を寄せてくださる企業の皆さまの存在
は、町の未来を支える大きな力となっています。
　株式会社大成コンサルタント様のご厚意に深く
感謝申し上げます。

【企業版ふるさと納税とは？】
　企業が地方公共団体に対して行う寄附を通じ
て、地域の課題解決や魅力向上に貢献する制度で
す。寄附企業には税制上の優遇措置があり、社会
貢献と企業価値向上の両立が可能です。

町の事業の推進に

企業版ふるさと納税

▲寄附に訪れた信田代表（右）

　勝央北小学校の恒例イベント「北小まつり」な
どで使うお米を栽培しようと、同校の児童が５月
21日、田植えを行いました。
　参加した５年生32人は、最初に田植えを指導
するボランティアの佐古和男さん（植月東）から
田植え時の注意点などを聞いたのちに田んぼへ入
りました。
　児童たちは、最初はぬかるみに戸惑いを見せて
いたものの、次第に慣れてきたようすで丁寧に苗
を手植えしていきました。

　６月10日、勝央北小学校では、毎月恒例の「グー
タッチあいさつ運動」が行われました。雨の中で
したが明るい表情で児童らが登校する姿が見られ
ました。
　この活動は、町が令和５年に「あいさつのまち
勝央町」というスローガンのもと、積極的なあい
さつ運動を推進する中で、同校のPTAが中心と
なって、新しい取り組みとして始められました。
当時は、コロナ禍で感染症にも配慮が必要な中、
前を向いてあいさつをするための工夫としてグー
タッチを取り入れました。この取り組みを開始
後、下を向いてあいさつをしていた児童らも前を

　参加した児童は「土の中は冷たくて意外に気持
ち良かった」とか「土に苗を差す作業が難しかっ
たけど、楽しかった」などと笑顔で話していまし
た。
　６月２日には、勝間田小学校の５年生も地元ボ
ランティアに指導を受けながら田植えを行いまし
た。
　農業への理解を深めるとともに、米の価格高騰
が続く今、食のありがたさを見つめ直す機会にな
りました。

向いて元気なあいさつをするようになり、すぐに
効果が表れたそうです。
　この日は、PTA役員をはじめ、地元ボランティ
ア、学校運営協議会員、児童会の役員である児童
や教員らが早朝から集まり、登校する児童とグー
タッチをしながら「おはよう」「タッチしよう」
などと明るく声掛けが行われていました。
　あいさつ運動に参加した同校PTA会長の田中
公浩さん（豊久田）は「PTAで話し合ってスタート
した取り組みが元気なあいさつのきっかけになっ
た。今後も継続して、子どもたちの元気な１日の
始まりの手助けをできれば」と話されていました。

美味しいお米　楽しみに

前を向いて元気にあいさつ

▲田植えをする児童ら（勝間田小）

▲地元ボランティアも毎月参加

▲田植えをする児童ら（北小）

▲明るく声掛けする児童会役員

　５月19日、令和８年４月に町が開設を予定す
る「こども未来センター（仮称）」の整備のため、
B&G財団（東京都）から水嶋町長に助成金の決
定書が手渡されました。
　施設は、今年度移転を予定する勝間田保育園の
現園舎跡地を改修し設置することを予定していま
す。学校や家庭に事情を抱える町内在住・通学の
高校生までの子どもを対象に、安心して過ごせる
場所を提供するのが目的で、スタッフが学習や生
活習慣改善定着の手助けをします。
　B&G財団は、同様の施設を支援する活動に取

り組み、勝央町には施設整備などの開設費用と開
設後３年間の運営費用の計9,300万円を助成する
ことを決定しました。
　助成決定書の授与式に訪れた財団の朝日田常務
理事が「子どもの健やかな成長を目指して助成を
決定した。新しいことに積極的にチャレンジする
ことと継続性のある施設運営に期待したい」と述
べられると、水嶋町長は「助成をいただき感謝を
申し上げる。子どもが未来へ向かって生き抜く力
を育める施設にしていきたい」とお礼を述べまし
た。

第３の居場所整備への助成が決定

子どもの健やかな成長に役立てて

▲授与式に訪れたB&G財団の朝日田常務理事（左）

▲整備を予定する勝間田保育園の現園舎

　手話に触れる機会を提供しようと、公民館講座
で手話を学ぶメンバーらが企画した「第３弾手話
まつり」が５月18日、公民館大ホールを会場に
開かれました
　今回の参加者は、県内外から集まった約130人
で、手話を用いたろう者による三線の演奏や手話
落語、絵本の読み語りなどで参加者らが楽しみな
がら手話を学んでいました。
　イベントの最後は「上を向いて歩こう」の「手
話うた」のレクチャーを受けながら参加者全員で
手話を楽しみました。
　イベントを企画した石塚安子さん（黒坂）は「回
を重ねるごとに参加者が増加してきた。今後も開
催し手話に興味を持つ人を増やしていければ」と
話されました。

公民館で手話まつり開催

きこえない世界へようこそ

町内小学校児童が田植え

勝央北小“グータッチ”あいさつ運動

▲会場が一体となった手話うた
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募
集

お知らせのページ

役場への電話・メール
総務部（☎38−3111）
　soumu

@town.shoo.okayama.jp

産業建設部
　農業・林業・農業委員会

（☎38−3112）
　sangyou

@town.shoo.okayama.jp
　土木・都市計画

（☎38−3113）
　kensetsu

@town.shoo.okayama.jp

税務住民部
　税　　務（☎38−3114）
　zeimu

@town.shoo.okayama.jp
　国　　保（☎38−3115）
　iryou

@town.shoo.okayama.jp
　戸籍・年金（☎38−3116）
　choumin

@town.shoo.okayama.jp

健康福祉部（☎38−7102）
　福　祉
　fukushi

@town.shoo.okayama.jp
　保健・環境
　kankyouhoken

@town.shoo.okayama.jp

こども未来室（☎38−1192）

上下水道部（☎38−3117）
　上　水
　suidou

@town.shoo.okayama.jp
　下　水
　gesuidou

@town.shoo.okayama.jp

出納室（☎38−1751）
　suitou

@town.shoo.okayama.jp

教育委員会 教育振興部
　学校教育（☎38−1752）
　gakuji

@town.shoo.okayama.jp

　社会教育（☎38−1753）
　syakaikyouiku

@town.shoo.okayama.jp

議会事務局（☎38−1754）
　gikai@town.shoo.okayama.jp

勝央町メール配信
サービス（防災・
行政情報など）
※最初に空メールを送信

　９月～10月にかけて、全国一斉に国勢調査が行われます。
　勝央町では、国勢調査をお手伝いいただける調査員を募集しています。
▶活動時期
　９月初旬～10月末
▶仕事の内容
　・要図（地図）の作成
　・調査世帯への訪問（一覧の作成と調査票の配布）
※対象の世帯数などに応じて報酬が支払われます。
▶問い合わせ先
　総務部　☎38−3111

　７月21日㈪は休日でごみ収集をお休みするた
め、23日㈬に振替収集を行います。
　適切な分別を行い、可燃ごみの減量にご協力く
ださい。
　なお、ごみは各地区の決まった時間内にそれぞ
れの収集場所に出してください。
▶問い合わせ先
　健康福祉部　☎38−7102

ごみ分別アプリ
「さんあ～る」

英
語
で
あ
そ
ぼ
う
！

し
ょ
う
お
う
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ

「
異
文
化
交
流
会
」
も
同
時
開
催
！

　

教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
達

が
英
語
学
習
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

通
し
て
、
異
文
化
に
ふ
れ
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
英
語
で
あ
そ
ぼ

う
！
し
ょ
う
お
う
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
」
を

今
年
度
も
開
催
し
ま
す
。
教
室
で

は
、
町
内
の
英
語
講
師
が
子
ど
も

た
ち
の
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
。
保
護

者（
大
人
）も
巻
き
込
み
な
が
ら
、

一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
今
回
か
ら
は
、
一
般
町

民
を
巻
き
込
ん
だ
異
文
化
交
流
の

機
会
も
追
加
！
講
座
の
後
半
で

は
、
町
内
在
住
の
外
国
人
や
一
般

町
民
も
参
加
可
能
な
時
間
を
設

け
、
英
語
を
通
し
て
互
い
に
異
文

化
に
ふ
れ
る
機
会
を
設
け
る
予
定

で
す
。

　

詳
し
く
は
、
今
月
号
の
折
り
込

み
チ
ラ
シ
や
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
英
語
学
習
タ
イ
ム（
前
半
時
間
）

の
対
象
は
小
学
１
年
～
４
年
生

で
す
。（
チ
ラ
シ
は
小
学
校
を

通
し
て
配
布
済
み
）

※
一
般
参
加
者
向
け
の
「
異
文
化

交
流
会
」
に
は
、
年
齢
、
国
籍

を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、
参
加

者
同
士
で
一
緒
に
交
流
し
て
み

ま
せ
ん
か
（
予
約
不
要
）。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

勝
央
町
教
育
委
員
会

　

☎
38
―
１
７
５
３

路
線
バ
ス
、
ご
ん
ご
バ
ス
を
無

料
で
会
社
見
学
に
利
用
で
き
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

つ
や
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
津
山
市
み
ら
い
産
業
課
内

津
山
市
役
所
東
庁
舎
１
階
）

　

☎
24
ー
０
７
４
０

つ
や
ま
エ
リ
ア

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
２
０
２
５

　

小
中
学
生
や
高
校
・
大
学
生
な

ど
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

津
山
圏
域
の
工
場
や
会
社
を
楽
し

く
知
っ
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
「
つ

や
ま
エ
リ
ア
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
２
０
２
５
」
を
開
催
し
ま

す
。
予
約
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
日　

時

　

７
月
25
日
㈮
・
26
日
㈯

　

９
時
～
16
時

※
会
社
・
工
場
に
よ
り
見
学
時
間

な
ど
は
異
な
り
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

津
山
市
、
鏡
野
町
、
勝
央
町
、

奈
義
町
、
久
米
南
町
、
美
咲
町

に
あ
る
会
社
・
工
場
な
ど

▼
内　

容

①
各
会
社
・
工
場
の
見
学
、
も
の

づ
く
り
体
験

②
企
業
グ
ル
ー
プ
、
公
的
機
関
な

ど
に
よ
る
地
域
産
業
な
ど
の
Ｐ

Ｒ
、
イ
ベ
ン
ト

③
２
社
以
上
の
会
社
見
学
で
豪
華

賞
品
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー

▼
対　

象

　

小
・
中
・
高
校
・
大
学
生
な
ど

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
の
付
き

添
い
が
必
要
。

▼
予
約
方
法

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み

　
h
ttp

s://w
w

w
.tsu

ya
m

a
-

b
iz.jp

/o
p

e
n
fa

cto
ry/

※
「
つ
や
ま
エ
リ
ア
オ
ー
プ
ン

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
で
検
索

※
フ
リ
ー
参
加
可
能
な
会
社
も
あ

り
ま
す
。

▼
予
約
開
始
日

　

６
月
29
日
㈰
10
時
～

▼
そ
の
他

　

当
日
は
、
チ
ラ
シ
の
提
示
に
よ

り
中
鉄
北
部
バ
ス
の
津
山
圏
域

お
知
ら
せ

高
校
生
対
象
保
育
所
等
見
学

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

介
護
の
入
門
的
研
修
の

受
講
者
を
募
集

　

美
作
県
民
局
で
は
、
保
育
園
や

こ
ど
も
園
を
見
学
し
、
保
育
の
仕

事
を
体
験
で
き
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を

開
催
し
ま
す
。
見
学
後
は
美
作
大

学
で
、
大
学
生
や
保
育
士
と
交
流

が
で
き
ま
す
。
保
育
士
に
興
味
の

あ
る
高
校
生
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日

　

８
月
８
日
㈮

▼
場　

所

県
北
の
保
育
園
・
こ
ど
も
園
、

美
作
大
学

　

介
護
施
設
へ
就
職
希
望
の
人
や

介
護
職
に
興
味
が
あ
る
人
に
向
け

た
研
修
を
行
い
ま
す
。
全
日
程
出

席
さ
れ
た
人
に
は
、
修
了
証
明
書

を
発
行
し
ま
す
。

▼
日　

時

①
９
月
19
日
㈮

②
９
月
24
日
㈬

③
９
月
26
日
㈮

④
９
月
30
日
㈫

⑤
10
月
２
日
㈭

⑥
10
月
８
日
㈬

⑦
職
場
体
験

⑧
10
月
15
日
㈬

▼
場　

所

　

津
山
市
総
合
福
祉
会
館

▼
内　

容

　

介
護
の
基
本
、
認
知
症
の
理

解
、
障
害
の
理
解
、
介
護
技
術

な
ど

※
一
日
職
場
体
験
が
あ
り
ま
す

▼
定　

員

　

20
名
程
度

▼
受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代

　

無
料

▼
申
込
方
法

　

（
公
財
）
介
護
労
働
安
定
セ
ン

タ
ー
ま
で
、
申
込
用
紙
を
郵
送

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
受
付
。

▼
申
込
期
限

　

９
月
９
日
㈫

▼
主　

催

　

岡
山
県

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

（
公
財
）
介
護
労
働
安
定
セ
ン

タ
ー
岡
山
支
部

　

☎
０
８
６
―２

２
１
―
４
５
６
５

　

蕭

０
８
６
―２

２
１
―
４
５
７
２

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp

s
:/

/
w

w
w

.k
a

ig
o

-
c

e
n

t
e

r.o
r.jp

/
s
h

ib
u

/
o

ka
ya

m
a
/

▼
参
加
費

　

無
料

▼
詳
細
・
申
込
方
法

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

h
ttp

s://w
w

w
.p

re
f.

o
ka

ya
m

a
.jp

/p
a
g
e
/

8
8
1
4
5
1
.h

tm
l

▼
申
込
締
切

　

7
月
25
日
㈮

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

美
作
県
民
局
福
祉
振
興
課

子
育
て
支
援
班

　

☎
23
―
０
１
１
３

ごみ収集のお知らせ国勢調査調査員募集

戸
籍
に
フ
リ
ガ
ナ
が

記
載
さ
れ
ま
す

　

５
月
26
日
か
ら
戸
籍
法
が
改
正

さ
れ
、
戸
籍
に
フ
リ
ガ
ナ
が
記
載

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

勝
央
町
が
本
籍
の
人
に
は
、
７

月
以
降
に
戸
籍
に
記
載
予
定
の
氏

名
の
フ
リ
ガ
ナ
が
通
知
さ
れ
ま
す

の
で
、
フ
リ
ガ
ナ
が
誤
っ
て
い
る

場
合
は
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
の
オ
ン
ラ
イ

ン
届
出
も
可
能
で
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
左
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
す
る
か
税
務
住
民
部
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
住
民
部

　

☎
38
―
３
１
１
６

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
の

更
新
に
つ
い
て

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
介
護

老
人
保
健
施
設
、
介
護
医
療
院
ま

た
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
さ

れ
る
際
に
食
費
・
居
住
費
の
減
額

を
受
け
る
た
め
に
は
、
毎
年
負
担

限
度
額
認
定
の
申
請
手
続
き
が
必

要
で
す
。
現
在
認
定
証
を
お
持
ち

の
人
に
は
、
更
新
の
書
類
を
郵
送

し
て
い
ま
す
の
で
、
申
請
書
に
記

入
・
押
印
の
う
え
必
要
書
類
を
添

付
し
、
勝
央
町
役
場
健
康
福
祉
部

窓
口
に
提
出
ま
た
は
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

※
現
在
お
持
ち
の
認
定
証
は
令
和

７
年
７
月
31
日
で
期
限
が
切
れ

ま
す
の
で
、
７
月
中
に
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
部

　

☎
38
―
７
１
０
２
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◆◇◆◇◆ 各種無料相談のお知らせ ◆◇◆◇◆
　勝央町や近隣で開催される各種無料相談です。予約が必要な場合もありますので、詳しくはお問い合
わせください。

相談の種類 内　　　　　　容
問い合わせ

予約 日　　程 時　　間 相談場所

心配ごと相談
日常生活における【法律】（相続・土地売買などのもめごとなど）、【行政】（行
政についての苦情、相談など）、【人権】（人権侵害など）、【福祉】（生活保護、
高齢者など福祉全般）の各分野の相談 税務住民部

38−3116
※法律相談は要予約 7/10㈭ 10：00～12：00

13：00～15：00 公民館２階

消費者相談 相談員による消費生活全般に関する相談
税務住民部
38−3116要 7/15㈫ 10：00～12：00

13：00～15：00 消費者相談窓口（役場税務住民部）

登記相談会 岡山県土地家屋調査士会津山支部が実施する土地分筆や建物登記、不動産
の相続、売買などに関する相談会 岡山県土地家屋

調査士会
086−222−4606不要 7/31㈭ 10：00～15：00 津山会場：法務局津山支局（津山市田町64）

美作会場：美作市民センター（美作市栄町35）

結婚相談
結婚支援員による相談受付
対象：結婚を希望する独身男女またはその家族
※随時相談を受け付けてますので希望の日時をお伝えください。

総務部
38−3111

要 随時 役場会議室

　「社会を明るくする運動」は、犯罪や非行の防止と、あやまちを犯した人の立ち直りについて理
解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない安全で安心な地域社会を築くた
めの全国的な運動で、今年で75回目となります。本年は効果的な推進を図るため、次のとおり推進
大会を実施します。
▶開催日　７月５日㈯　・13：30～14：00　内閣総理大臣メッセージ伝達
　　　　　　　　　　　・14：00～15：30　『社会を明るくする運動』講演会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内容「大人が変われば子どもが変わる」

～非行に走る少年の行動を理解する～
▶会　場　かつた市民センター（美作市真加部1611-1）
▶問い合わせ先
　税務住民部　☎38−3116

７月は『社会を明るくする運動』強調月間です

県
外
に
住
ん
で
い
る
人
が

就
職
活
動
を
す
る
時
の

交
通
費
を
助
成
し
て
い
ま
す

▼
移
住
予
定
者
対
象

　

岡
山
県
外
に
住
ん
で
い
る
人
が

津
山
圏
域
内
の
事
業
所
で
就
職

面
接
を
受
け
る
時
に
Ｉ
Ｊ
Ｕ

タ
ー
ン
就
職
活
動
助
成
金
を
支

給
し
ま
す
。

▼
新
規
学
卒
者
対
象

　

岡
山
県
外
に
住
ん
で
い
る
学
生

（
卒
業
か
ら
３
年
以
内
含
む
）

が
津
山
圏
域
内
の
事
業
所
で
合

同
企
業
説
明
会
や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
へ
の
参
加
な
ど
の
就
職

活
動
を
す
る
時
に
地
域
企
業
説

明
会
な
ど
参
加
助
成
金
を
支
給

し
ま
す
。

※
津
山
圏
域

　

津
山
市
、
鏡
野
町
、
勝
央
町
、

奈
義
町
、
久
米
南
町
、
美
咲
町

の
１
市
５
町

▼
助
成
金
額

・
移
住
予
定
者
対
象

　

居
住
地
の
最
寄
り
の
Ｊ
Ｒ
乗
車

駅
か
ら
企
業
面
接
を
受
け
る
場

所
の
最
寄
り
の
Ｊ
Ｒ
駅
ま
で
の

往
復
交
通
費
の
２
分
の
１
（
最

大
２
万
円
）

・
新
規
学
卒
者
対
象

　

居
住
地
か
ら
会
場
ま
で
の
主
要

幹
線
道
路
の
距
離
に
よ
り
支
給

（
最
大
２
万
円
）

▼
申
請
方
法

　

津
山
広
域
事
務
組
合
へ
事
前
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い

※
予
算
上
限
に
達
し
た
場
合
は
予

告
な
く
終
了
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

津
山
広
域
事
務
組
合

　

☎
24
ー
３
６
３
３

に
関
す
る
最
新
情
報
な
ど

▼
対
象
者

　

自
主
防
災
組
織
（
地
区
）
で
活

動
の
中
核
に
な
る
人
、
防
災
士

の
人
な
ど

▼
受
講
可
能
期
間

　

７
月
17
日
㈭
～
８
月
17
日
㈰
で

い
つ
で
も
受
講
が
可
能
で
す
。

▼
申
込
方
法

・
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス
キ
ャ
ン
す

る
か
Ｗ
ｅ
ｂ
で
「
岡
山
県
危
機

管
理
課
」
と
検
索
し
「
Ｈ
Ｐ
新

着
情
報
」
か
ら
検
索
ペ
ー
ジ
で

申
し
込
み

・
メ
ー
ル
で
①
氏
名
②
住
所
③
電

話
番
号
④
町
へ
の
情
報
提
供

の
可
否
を
入
力
し
、ko

u
e
n
@

p
re

f.o
ka

ya
m

a
.jp

へ
送
信

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
部

　

☎
38
―
３
１
１
１

高
速
道
路
沿
線
に
竹
木
な
ど
を

所
有
さ
れ
て
い
る
人
へ

自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の

お
知
ら
せ

　

台
風
に
よ
る
強
風
な
ど
に
よ

り
、
沿
線
か
ら
高
速
道
路
内
に
竹

や
樹
木
が
倒
れ
込
み
走
行
中
の
車

に
衝
突
す
る
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

高
速
道
路
沿
線
で
竹
木
や
森
林

を
所
有
さ
れ
て
い
る
人
は
、
竹
や

樹
木
が
高
速
道
路
内
に
倒
れ
た
り

す
る
危
険
が
な
い
よ
う
に
伐
採
な

ど
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

道
路
上
に
竹
木
な
ど
が
倒
れ
込

む
危
険
性
が
あ
る
場
合
、
又
は
実

　

防
災
情
報
の
入
手
・
活
用
方
法

な
ど
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど
が

防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
初
級
者
向
け

の
研
修
会
（
ｅ
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ
受

講
）
を
開
催
し
ま
す
。

▼
研
修
内
容

　

自
主
防
災
活
動
の
基
礎
、
防
災

際
に
倒
れ
込
ん
だ
場
合
に
は
、
安

全
確
保
の
た
め
弊
社
で
伐
採
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
倒
木
・
倒
竹
に
よ
る
事

故
が
発
生
し
た
場
合
、
所
有
者
責

任
が
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

高
速
道
路
の
安
全
確
保
に
、
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

西
日
本
高
速
道
路
㈱
中
国
支
社

津
山
高
速
道
路
事
務
所

　

☎
26
―
２
１
８
１

ア
グ
リ
ス
ポ
ッ
ト
岡
山
の

「
バ
イ
オ
堆
肥
」
を
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

ア
グ
リ
ス
ポ
ッ
ト
岡
山
の
バ
イ

オ
堆
肥
は
、
町
内
の
畜
産
農
家
が

飼
養
す
る
家
畜
か
ら
排
出
さ
れ
た

牛
ふ
ん
に
、
も
み
が
ら
や
お
が
く

ず
を
混
合
し
長
期
間
発
酵
熟
成
さ

せ
た
完
熟
堆
肥
で
す
。

　

活
力
あ
る
土
づ
く
り
に
向
け
て

勝
央
町
教
育
・

子
育
て
相
談

　

勝
央
町
で
は
、
青
少
年
や
そ
の

保
護
者
、
家
族
の
皆
さ
ん
が
教

育
・
子
育
て
に
つ
い
て
悩
み
や
不

安
を
相
談
で
き
る
窓
口
と
し
て
教

育
相
談
員
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。

　

教
育
相
談
員
は
勝
央
町
教
育
委

員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
、
身
近
で

気
軽
に
相
談
で
き
る
地
域
の
人
た

ち
で
す
。
安
心
し
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
勝
央
町
教
育
相
談
員(

敬
称
略
）

（
５
月
13
日
現
在)

　

粟
井　

健
治

　

佐
桒　

信
也

　

景
山　

直
哉

　

竹
久　

貞
子

　

田
中　

和
子

　

山
下　

良
美

　

山
本
ま
つ
代

〇
教
育
相
談
員
は
、
青
少
年
や
保

護
者
、
家
族
の
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
　

「
友
だ
ち
の
こ
と
で
困
っ
て

い
る
」「
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
」

「
学
校
に
行
け
な
い
」「
子
育

て
を
す
る
上
で
ど
う
対
応
す
れ

ば
い
い
か
悩
ん
で
い
る
」
な

ど
、
人
と
話
が
し
に
く
い
悩

み
、
不
安
や
困
り
ご
と
な
ど
幅

広
い
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

〇
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
固
く

秘
密
を
守
り
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
じ
っ
く
り
話
を
お
聞
き
し
、
改

善
、
解
決
に
向
け
て
一
緒
に
考

え
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
相

談
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
や
専

門
の
相
談
機
関
の
ご
紹
介
も
で

き
ま
す
。

▼
相
談
方
法

①
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、

随
時
、
電
話
を
受
け
、
相
談
日

を
設
定
し
ま
す
。

【
電
話
内
容
】

・
来
訪
者
氏
名
、
年
齢
、
相
談
内

容（
簡
単
に
）、
希
望
日
時（
第

３
希
望
ま
で
）、
連
絡
先

※
受
付
電
話

　

☎
38
―
１
７
５
３公民

館
（
安
東
）

②
教
育
相
談
員
と
調
整
後
、
決
定

日
時
を
追
っ
て
連
絡
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
振
興
部

　

☎
38
―
１
７
５
３

ア
グ
リ
ス
ポ
ッ
ト
岡
山
の
バ
イ
オ

堆
肥
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
販
売
方
法
・
価
格

・
袋
売
り

　

２
８
０
円
／
40
ℓ

・
バ
ラ
売
り

　

１
，６
０
０
円
／
軽
ト
ラ
ッ
ク

　

５
，７
０
０
円
／
２
ｔ
車

・
散　

布

　

８
，８
５
０
円
／
２
ｔ

※
袋
売
り
は
Ｊ
Ａ
勝
央
経
済
セ
ン

タ
ー
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

※
２
ｔ
車
で
の
バ
ラ
売
り
は
指
定

場
所
に
配
達
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

ア
グ
リ
ス
ポ
ッ
ト
岡
山

堆
肥
メ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

　

☎
38
―
１
０
７
５
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勝央町国民健康保険からのお知らせ
■問　税務住民部（医療班）　☎38-3115

更新する証書の種類 有効期限 手　　続　　き 備　　　　考

①資格確認書または

　資格情報のお知らせ

７月31日

手続き不要です。新しい資格確

認書などを７月下旬に送付しま

す。

※古い保険証は各自で適切に処

分してください。

国保から社会保険などに変

わった人は、新しい資格確認

書などを持って税務住民部へ

お越しください。

②限度額適用認定証・

　標準負担額減額認定証

※マイナ保険証を持って

いる人は更新手続きは

ありません。

７月中旬に更新案内を送付。引

き続き必要な人は、更新手続き

をしてください。

所得申告されてない人は、先

に申告が必要です。

③特定疾病療養受療証
７月下旬に更新案内を送付。更

新手続きをしてください。

news

お知らせ

◆　７月は下記の証書などの更新月です　◆

◆　資格確認書または資格情報のお知らせが交付されます　◆

マイナンバーカード（個人番号カード）を持っている

は　い

は　いいいえ

いいえ
保険証利用の申し込みをした

（マイナ保険証を持っている）

資格情報のお知らせ

　マイナ保険証を持っている人に交付されま

す。マイナ保険証が利用できない医療機関な

どでは、窓口でマイナ

保険証と一緒に提示し

てください。一定の窓

口負担で医療を受ける

ことができます。

資格確認書

　マイナ保険証を持っていない人などに交付

されます。医療機関などの窓口で提示すれ

ば、一定の窓口負担で医療を受けることがで

きます。

【後期高齢者医療】

資格確認書の更新について

◆資格確認書の更新

　新しい資格確認書は、７月下旬に送付します。

８月以降に医療機関などで受診される際には、必

ず新しい資格確認書またはマイナ保険証を窓口に

提示してください。

◆負担割合の見直し

　医療機関などの窓口で支払う一部負担金の割合

は、所得区分に応じて決まります。所得区分は前

年（令和６年中）の所得により毎年判定するため、

割合が変更になる場合があります。

【負担割合】

・「３割」： 現役並み所得者 Ⅲ・Ⅱ・Ⅰ

・「２割」： 一般Ⅱ

・「１割」： 一般Ⅰ、低所得者Ⅱ・Ⅰ

※新しい資格確認書は青色です。

　マイナ保険証制度の開始に伴い、発行を終了しました。次のいずれかをお持ちの人には、資格確認書

に限度区分を記載して交付します。（手続き不要）

・現在有効な限度額適用・標準負担額減額認定証（ピンク色）

・現在有効な限度額適用認定証（灰色）

・現在有効な限度区分欄に記載がある資格確認書（紫色）

　令和７年度の保険料は、令和６年中の所得に基づき決定されます。決定通知書は７月中旬以降の送付

予定です。

　保険料は、原則特別徴収（年金天引き）で納めていただきますが、一部被保険者においては、普通徴収（納

付書または口座振替）で納めていただきます。決定通知書に記載されている金額、納付方法をご確認く

ださい。

■問　税務住民部（医療班）　☎38-3115　　岡山県後期高齢者医療広域連合　☎086-245-0090

news

お知らせ

◆　現在お持ちの被保険者証（緑色）または資格確認書（紫色）の有効期限は令和７年７月31日です　◆

◆　限度額適用認定証、限度額適用・標準負担額減額認定証について　◆

◆　令和７年度の保険料決定について　◆

　【岡山県後期高齢者医療広域連合の保険料率（令和７年度）年額】

一人当たりの保険料
＝

均等割額
＋

所得割額

（限度額80万円） 50,200円 （賦課のもととなる所得金額）×10.49％（所得割率）
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勝央町介護予防事業　めざせ！いきいき地域活動通信

だれもが安心して地域で暮らしていくために「認知症理解の促進」
Vol.90

　勝央町では、認知症の人と家族もふくめた誰もが地域で安心して暮らすために、

　　①認知症に対する正しい理解を広める

　　②認知症の人の居場所づくり

　　③地域と認知症の人をつなげる拠点づくり

を目指しています。

　今年度開催した事業、開催予定の事業をご紹介します。

「注文を間違えるかもしれないカフェ」を
開催しました★初開催★

　かっぽう着姿の皆さまが、カフェ参加者から集金、注文取

り、ケーキや大福、コーヒーや紅茶の提供をしました。注文

を取り忘れたり、飲み物を２回持って行ったり、違う飲み物

を持って行ったりする場面も見られましたが、参加者全員で

楽しくおいしくカフェの時間を過ごしました。

　年齢を重ねることは、「できないことが増える」のではな

く、「まだまだできることがある」「できないことがあっても、

楽しく暮らす」といった、前向きで楽しそうな姿をみること

ができました。さらに地域へ広げていきたい活動です。

・実施月日：５月20日㈫

・場　　所：グループホーム出雲乢

「家族介護者のつどい（出張版）」を開催します
　認知症を抱える人の家族体験ができるVR（バーチャルリアリティ）体験会を開催します。VR機材を

活用して、認知症の症状などを疑似体験することで、認知症に対する理解を深め、適切な対応方法を学

んでみませんか？

　併せて、介護家族の座談会（介護の相談、情報交換など）を行います。

▶内　容　①「認知症を抱える人の家族を体験してみましょう」

VR機材を用いて「不機嫌になり大声を出した」「自分の物が盗まれたと騒いだ」「外出を頑

なに拒否した」などの場面を体験し、対応方法を学びましょう。

　　　　　※VR機材の台数に限りがあるため、スクリーンでご覧いただく場合もございます。

　　　　　②「介護者座談会」（介護の相談、情報交換など）

▶日　時　７月24日㈭　13：30～15：30

▶場　所　よりどころ薬局（住所：岡519）

▶対　象　家族の介護をしている人、介護をする予定の人、認知症を抱える人のVR体験をしたい人、支

援者など

▶申　込　７月23日㈬17：00までに地域包括支援センターへご連絡ください

▶その他　時間内の出入りは自由です。会場の都合で定員を８名程度とします。

▶協　賛　よりどころ薬局、㈱サンキ

▶申込・問い合わせ先

　勝央町地域包括支援センター　☎38−3028

イノシシにご注意ください！
　町内の住宅地周辺において、イノシシの目撃情報

が寄せられています。早朝や夕方暗くなってから外

出する場合には、懐中電灯や音の鳴るもの（ラジオ

や鈴など）を携帯するようにしましょう。

・本来は、警戒心が強く臆病な動物ですが、安全な場所

だと認識すると住宅街であっても出没を繰り返しま

す。

・鼻先で土を掘り起こし、草の根や球根などの植物質や

イモ類、ミミズなどを主にエサとしています。

① イノシシの生態について
・エサを与える行為は絶対に行ってはいけません。人に

慣れてしまい、出没を繰り返す原因となります。

・エサとなるようなもの（野菜くずや果実など）を屋外

に放置しないようにしてください。

③ イノシシを寄せ付けないために

・イノシシを興奮させないように、慌てずにその場から

ゆっくりと離れ、屋内などの安全な場所に避難してく

ださい。

・無理にイノシシに対して攻撃をしたり、追いかけたり

してはいけません。イノシシを刺激してしまうと突進

してきたり、噛みつかれたりする可能性があります。

② もしイノシシに遭遇してしまったら

後期高齢者歯科健診・歯周病検診を受けましょう！

　歯や口の健康は、いつまでも食事を楽しむために大切

です。

　オーラルフレイル（口の機能の衰え）をチェックする

ため、年に一度は、歯科健診を受けましょう。また、健

診をきっかけに「かかりつけ歯科医」をもちましょう。

　後期高齢者歯科健診では、歯の状態だけでなく、口の機能（飲み込み・舌や口唇の動きなど）もチェッ

クします。

　歯周病検診では、歯や歯茎の状態だけでなく、歯周病の原因の１つである歯
し

垢
こう

の付着状況や歯磨きの

実施状況なども確認します。

■問　健康福祉部　☎38-7102

▶対 象 者　後期高齢者で、受診券が届いた人　※対象者へ６月末に受診券を送付します。

▶実施期間　７月１日㈫～令和８年１月31日㈯

▶受 け 方　事前に予約のうえ、受診券を持って受診券に記載されている対象の歯科医院を受診し

ましょう。

▶対 象 者　41歳、51歳、61歳、71歳の人（令和８年４月１日時点の年齢）

　　　　　　※対象者へ６月末に受診券を送付します。

▶実施期間　７月１日㈫～令和８年１月31日㈯

▶受 け 方　事前に予約のうえ、受診券を持って受診券に記載されている対象の歯科医院を受診し

ましょう。

金時健幸ポイント対象事業です！

　健（検）診を受診後、結果とポイント

カードを持参し、総合保健福祉センター

（健康福祉部）までお越しください！

◆　後期高齢者歯科健診　◆

◆　歯周病検診　◆

news

お知らせ

news

お知らせ
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え
ー
が
ん
♥
勝
央
写
真
館

～
読
者
が
撮
る
身
近
な
写
真
を
お
届
け
し
ま
す
～

次
は
８
月
号
！
皆
さ
ん
の
「
真
夏
の
風
景
」「
水
遊
び
」「
お
祭
り
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
写

真
を
募
集
し
ま
す
。
作
品
は
広
報
紙
面
で
紹
介
し
ま
す
。
テ
ー
マ
以
外
で
も
人
・
モ
ノ
・

風
景
・
ペ
ッ
ト
ま
で
、
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

問
‥
総
務
部
　
☎
38
ー
３
１
１
１

【投稿フォーム】

ＴＥＬ：３８−０２７０
開館時間：10：00〜18：00（※入館は17：30まで）

ホームページ：http://museum.town.shoo.lg.jp

ＴＥＬ：３８−０２５０
開館時間：10：00〜18：00

ホームページ：https://ilisod005.apsel.jp/shoo-lib/
休 館 日：7／1〜18・22・28 休 館 日：7／7・14・17・21・28

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

【展示室・特別展示室】

・令和７年度 勝央美術文学館特別展

　　水嶋早樹作品展 未来の記憶

−ヒロシマ・ナガサキ・戦後80年−

（７月19日㊏～９月15日㊊㊗）
　○入館料：一　般　　　　　　　500円

　　　　　　大学生・65歳以上　100円割引（要証明書提示）

　　　　　　高　校　生　以　下　無料

　　　　　　※ 障がい者手帳をお持ちの人および介助者１名

は無料（要証明書提示）

　　　　　　※20名以上の団体は２割引※割引の併用は不可

【町民ギャラリー１】入場無料

・ちるどれんずあーとプログラム作品展

（７月19日㊏～８月11日㊊㊗）

令和７年度 勝央美術文学館特別展

　水嶋早樹作品展 未来の記憶

−ヒロシマ・ナガサキ・戦後80年−

　半世紀以上にわたり広島・長崎の原爆投下を

テーマに作品制作を続けてきた勝央町在住の洋画

家 水嶋早樹氏の集大成となる展覧会を開催しま

す。広島・長崎の原爆投下から80年、戦後80年

という節目に、このテーマを一貫して追求してき

た画家の画業を初期から最近作までを展示紹介し

ます。今もなお、

世界のどこかで起

きている戦争。戦

争 と 平 和 に つ い

て、改めて、一人

ひとりが考え、向

き合うきっかけと

なることを願い開

催します。ぜひご

覧ください。

『潮音（全４巻）』　　　　（宮本輝　著／文藝春秋）

　幕末・維新を生き抜いた「富山の薬売り」たち
の秘史。黒船来航が日本を揺るがした時代−富山
の薬売りたちが紡いだ知られざる歴史が今、鮮や
かに甦る。
　幕府の危機、社会の変革、そして黒船来航によ
る混乱の中、主人公川上弥一が見た日本の未来と
は−。商人の視点から描かれる、新たな視点の幕
末史がここに。
　命のつらなりを描く著者初の大河歴史小説で
す。

一 般 書
・『噓と隣人』　　　　　（芦沢央　著／文藝春秋）
・『図解がんとお金の話
　　−医療費・仕事・公的支援の

悩みが解決する−』
　（黒田ちはる　著／彩図社）

児 童 書
・『わらって、考える！イグ・ノーベル賞ずかん』

　（古澤輝由　監修・萩原慶　絵／ほるぷ出版）
・『マルクのふしぎなかさ』

　（松本猛　文・たなか鮎子　絵／徳間書店）

◆勝央図書館フェスティバル
▶日　時　８月11日㊊㊗　10：00～15：00
▶場　所　勝央図書館
▶内　容　・オリジナル図書館バッグづくり

（※要予約、予約受付：７月12日㊏～）
　　　　　・辞書で遊ぶワードゲーム

「図書館たほいや」
　　　　　・「つやまエリア

デジタルライブラリー」体験
　　　　　・ボードゲーム
　詳細はＰ21をご覧ください。「沈黙するものたち」（2009）

出典：TOOLi

読んでみんちぇ〜

岡山しょうおうチャンネル
byしょうおう志援協会

☎２０−１８１１
（ホームページアドレス　http://shoo-shien.com/）

◆Kidsアグリ収穫体験を開催しました◆
　6月2日、しょうおう志援協会、勝間田高校、勝央町役場の三者で協力して運営し

ている、勝央町公民館前の畑「ドリームファーム」にて、じゃがいも、玉ねぎの収穫

体験が行われました。

　当日は、小学生・未就学児と保護者を含め約40名の参加があり、勝間田高校の生

徒や役場の職員さんが収穫を手伝ってくれたり、玉ねぎスライスの試食をしてくれた

りと、新鮮な野菜の美味しさをいっぱいに味わえるイベントとなりました。次回の収

穫体験は、７月中旬ごろの予定ですのでお楽しみに。

　ドリームファームの獲れたて野菜は、公民館玄関、福祉センター、勝央こころざし

シェアスペースで販売をしていますので、興味のある人は、収穫体験や新鮮野菜情報を

GETできる公式LINEを右記の二次元コードから登録してください。

　また、ドリームファームの日々の畑の管理について、一緒に取り組んでくれる地域の方

も募集しています。畑仕事が好きな人、高校生や小学生とのふれあいが好きな人、農業を

通じて地域を盛り上げていきましょう！

●シェアスペースからのご案内

　第３日曜日は、まちづくりサロンを定期開催中！総合集落支援員の三雲さんによる「観光案内・移住・

空き家対策相談」も同時開催！

兄ちゃんの部活動が終わるのを待ち中…

兄の部活動を見学中。遊びなが
ら待つ弟。

めぐる（下町川）

コウノトリ

コウノトリが飛来したと聞き、
こどもと探しに行きました。

小坂田卓也（岡）

下
町
川
の
サ
サ
ユ
リ

チ
ー
ム
で
保
護
し
て
い
る
サ
サ
ユ
リ

が
今
年
も
綺
麗
に
咲
き
ま
し
た
。

竹
内
眞
介（
下
町
川
）

夕
暮
れ
の
水
田
風
景

田
植
え
が
終
わ
っ
た
後
の
夕
暮
れ
時

を
歩
く
と
田
に
映
っ
た
景
色
が
綺
麗

で
し
た
。　
　
　
　

安
ち
ゃ
ん（
岡
）

今月の
イチオシ！
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おかやまファーマーズ・マーケット  ノースヴィレッジ

7月20日㈰ 9：00～14：00
場所：ノースヴィレッジ駐車場

新鮮な農産物や特産加工品など各種ありますよ。

たくさんのご出店・ご来場をお待ちしています。

連絡先：ノースヴィレッジ事務所　☎38-1234

ファーマーズ朝市

開園時間　9：00〜17：00
電話番号　３８−１２３４

休 園 日　7／2・9・16
ホームページ　http://www.alis-nv.com

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

　夏の陽ざしがまぶしく感じられるようになり、
園内の自然もますます元気いっぱいに育っていま
す。セミの声が響きはじめ、本格的な夏の訪れを
感じる季節となりました。
　また、好評の屋内キャンプでは、涼しい室内で

快適にキャンプ気分を楽しむことができますの
で、暑さが気になる人にもおすすめです。
　太陽の光をたっぷり浴びた自然とふれあいなが
ら、元気いっぱいの夏をお過ごしください。今月
も、皆さまのご来園を心よりお待ちしています。

《夏といえばこれ！園内でカブトムシ探し体験！》
　夏の楽しみといえば、やっぱり虫取り！ノース
ヴィレッジでは、毎年この時期になるとカブトム
シが姿を見せ始め、虫好きの子どもたちに大人気
です。
　園内の林や木の根元では、カブトムシやクワガ
タに出会えるチャンスが！虫取り網と虫かごを
持って、夏の冒険に出かけてみませんか？
　ご家族での夏の思い出にぴったりの体験です。
スタッフも捕まえ方のコツをお教えしますので、
初めての人も安心してご参加いただけます。
　自然の中でしか味わえない、ワクワクドキドキ
のひとときをぜひお楽しみください♪

《乗馬ライセンス》
　だんだんと暑い季節に
なってきましたね。この
夏に、乗馬ライセンスの
取得はいかがでしょう
か？
　乗馬ライセンス5級で
は、１回30分の乗馬レッ
スン合計９回受講していただき、最後に実技試験
と筆記試験を受けていただきます。何日かに分け
て受講していただくことも可能ですので、暑い夏
にもおすすめです。
　乗馬の基本的な操作を習得していただきますの
で、初めての人もお気軽に受講していただけま
す。乗馬ライセンス５級は、受講料30,000円と
申請料11,000円の合計41,000円（税込）となっ
ています。
　今年の夏を乗り切るモチベーションアップにも
なりますので、一つの目標としてぜひ、乗馬ライ
センスの取得をご検討ください！

【問い合わせ先】
　にんにんホーススクール　☎38−7558

勝央図書館 ■〒709-4316 岡山県勝田郡勝央町勝間田 207-4 

    
■TEL.0868-38-0250 FAX.0868-38-0260 

やさいのスタンプや布

用クレヨンを使って、オ

リジナルバッグを自由

にデザインします。 

SHOO Library 

電子図書の海から本を 

釣りあげよう！ 

釣った本は新鮮なうち

にその場で検索！ 

「つやまデジタルライブ

ラリー」を使って 

みよう。 

 

1 つのゲームを囲むこ

とで、自然と仲良くな

れるボードゲーム。 

ゲームを楽しみなが

ら、先を見通す力をみ

がこう。 

 

 

辞書からお題のことば

を 1 つ選び、その意味

を上手く作り上げて、他

のプレイヤーをだます

ゲーム。 

ことばの本当・ウソを見

破れることができるか

な？！ 
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素
焼
き
（
土
器
）
の
天
神
様
を
、
型
を
使
っ
て
つ
く
る
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
作
州
地
域
に
伝
わ
る
天
神
様
を
一
か
ら
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
日　
　

時　

８
月
３
日
㈰

　
　
　
　
　
　

①
10
時
～
正
午　

②
13
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
場　
　

所　

公
民
館
２
階
大
会
議
室

▼
参

加

費　

無
料

▼
募
集
人
数　

各
回
７
名
ま
で（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

▼
申
込
締
切　

７
月
27
日
㈰
17
時
ま
で

▼
主　
　

催　

勝
央
町
文
化
協
会

▼
申
込
窓
口　

公
民
館
（
☎
38
ー
１
７
５
３
）

≪
作
州
の
泥
天
神
≫

　

作
州
地
域
で
は
、
昔
か
ら
土
製
の
天
神
様
（
学
問
の
神
様
と
い
わ

れ
る
菅
原
道
真
公
）
が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
男
の
子
が
出
生
し
て

初
め
て
の
桃
の
節
句
に
知
人
や
親
せ
き
か
ら
贈
ら
れ
た
天
神
様
を
、

毎
年
飾
っ
て
い
ま
し
た
。
天
神
様
を
送
ら
れ
た
子
ど
も
が
無
事
成
人

し
た
ら
感
謝
を
込
め
て
、
土
に
返
す
た
め
に
川
へ
流
す
習
慣
が
あ
り

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
勝
央
町
文
化
協
会
事
務
局
）

勝
央
町
文
化
協
会
に
つ
い
て

イ
ベ
ン
ト
情
報

ほ
ほ
え
み
天
神
づ
く
り
体
験

参
加
者
募
集

目
に
青
葉
風
の
豊
か
な
ロ
ー
カ
ル
線 

長
船　

修
治

母
の
日
の
電
話
一
本
笑
み
を
生
み 

加
藤　

勝
世

ひ
た
す
ら
に
蛙
泣
き
居
る
終
い
風
呂 

高
田　

桂
子

空
き
家
な
む
さ
つ
き
気
ま
ま
に
咲
き
乱
れ 

清
水　

美
和

よ
り
ど
こ
ろ
二
胡
弾
く
倅
初
夏
の
風 

河
野　

榮
子

黒
南
風
に
枝
葉
ふ
わ
ふ
わ
犬
吠
え
る 

浜
田
と
よ
子

若
葉
風
ボ
ー
ル
蹴
る
音
こ
こ
ち
良
く 

赤
堀
千
恵
子

黒
南
風
や
揺
れ
る
川
面
の
電
気
浮
き 

万
代　

祐
三

永
き
日
や
軟
膏
絶
え
ぬ
指
の
先 

香
本　

芳
正

来
年
は
遠
い
他
人
の
枝
の
藤 

田
渕　
　

毅

青
野
ゆ
く
和
式
に
限
る
終
の
こ
と 

竹
内　

眞
介

黒
南
風
や
憂
鬱
ば
か
り
運
び
来
る 

植
月
か
つ
ら

黒
南
風
や
重
な
り
あ
っ
て
雲
走
る 

定
森　

公
子

黒
南
風
や
コ
ー
ヒ
ー
の
香
の
旨
き
こ
と 

古
和　

弘
子

気
候
変
動
い
び
つ
な
る
苺
か
な 

宮
野　

潤
子

黒
潮
に
黒
南
風
吹
い
て
タ
タ
キ
食
べ 

大
谷　

康
彦

勝
央
俳
句
会
六
月
例
会
作
品
抄

◆詳細・問い合わせ先
　年金加入者ダイヤル（☎0570−003−004）
　津山年金事務所（☎31−2360）
　税務住民部年金担当（☎38−3116）

■町社会福祉協議会へ
◇植月北　早瀬　英貴（亡父　強）

◇為　本　治郎丸雄一（亡父　勲）
　　高取老人クラブにも

◇植月北　末田　和久（亡母　妙子）

◇畑　屋　野上　晃靖（亡父　安生）
　　畑屋地区、畑屋老人クラブにも

◇河　原　阿黒　澄子（亡夫　二郎）
　　河原１～４区にも

◇植月中　長船　　剛（亡母　早妤子）
　　植月中老人クラブにも

国
民
年
金

だ
よ
り

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

文 化 協 会 だ よ り

「
ス
ポ
ク
ラ
勝
央
」だ
よ
り
Vol.87

◆
理
事
長
就
任
の
挨
拶

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

理
事
長
の
井
上
高
志
と
申
し
ま
す
。

　

就
任
の
ご
挨
拶
と
言
い
つ
つ
、
実
は

２
０
２
３
年
度
か
ら
理
事
長
の
職
を
預

か
っ
て
お
り
、
今
年
度
で
３
年
目
に
な

り
ま
す
。

　

直
近
の
２
年
間
で
は
主
に
経
営
の
効

率
化
や
省
力
化
と
い
っ
た
内
部
の
仕
組

み
を
変
え
る
よ
う
な
こ
と
を
中
心
に
進

め
て
き
ま
し
た
が
、
自
分
自
身
が
前
に

出
て
旗
を
振
る
よ
う
な
目
立
つ
動
き
は

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
会
員
さ
ん
で

あ
っ
て
も
ご
存
知
な
い
方
が
多
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
は
当
ク
ラ
ブ
が
持
続
的

に
運
営
で
き
る
基
盤
作
り
を
行
い
つ

つ
、
地
域
社
会
の
求
め
に
応
じ
た
取
り

組
み
も
新
た
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
度
か
ら
は
新
理
事
２

名
を
迎
え
、
新
た
な
体
制
で
の
ク
ラ
ブ

運
営
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

理
事
の
メ
ン
バ
ー
も
若
い
方
、
経
験

豊
富
な
方
と
幅
広
い
年
代
で
構
成
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
し
、
新
し

い
メ
ン
バ
ー
の
知
識
や
ア
イ
デ
ア
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
新
た
な
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
邁
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

勝
央
町
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
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　国民年金保険料の免除（全額免

除・一部免除・法定免除）、納付猶予、

学制納付特例の承認を受けられた期

間がある場合、保険料を全額納めた

人と比べ、老齢基礎年金（65歳か

ら受けられる年金）の受け取り額が少なくなります。

　将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、免

除などの承認を受けた期間の保険料については、

10年以内であればさかのぼって納める（追納）こ

とができます。

　ただし、免除などの承認を受けられた期間の翌年

度から起算して３年度目以降の追納の場合、当時の

保険料額に一定の加算額が上乗せされます。追納は

古い月のものから納付することとなります。

国民年金保険料の免除期間・
納付猶予期間がある人へ

参加者募集

勝央町の代表として、参加してみませんか

　勝央町スポーツ協会では、令和８年１月下旬に行われる「晴れの国　岡山」駅伝の出場選手を募集し

ています。この駅伝は、県内の市町村対抗で行われるもので、42.195㎞を中学生や高校生など各年代

の９人がタスキをつなげる大会です。

　区間別の距離や過去の成績など詳しくは、町のホームページにも掲載していますので、ぜひご覧くだ

さい。

　申し込みは個人ごとに行い、多数の場合は選抜テストなどを行います。また、大会までの期間、全体

練習も予定しています。興味のある人は、勝央町スポーツ協会まで、まずはご連絡ください。

■問　勝央町スポーツ協会　☎38-1753

news

お知らせ

▲過去の大会のようす（参考） ▲詳細はこちら
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ェ
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ト

勝
間
田
高
校

に
伸
び
る
縦
割
り
班
活
動
始
動
開
始

勝
間
田
小
学
校

　

日
頃
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
も
見
か

け
る
野
菜
で
す
が
、
自
ら
収
穫
す

る
喜
び
、
収
穫
し
た
て
の
野
菜
を

食
べ
る
美
味
し
さ
は
特
別
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、「
こ
ん
な
に
大

き
い
の
が
採
れ
た
よ
！
」「
ハ
ー

ト
の
形
だ
！
」
と
、
と
て
も
楽
し

そ
う
に
タ
マ
ネ
ギ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
収
穫
を
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
７
月
に
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
な
ど
の
夏
野
菜
の
収
穫
体
験
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
勝
央

ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム
で
の
体
験

を
通
し
て
、
農
業
の
魅
力
を
発

信
し
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の

輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

５
月
９
日
よ
り
６
年
生

を
班
長
と
し
た
縦
割
り
班

活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
初

日
は
、
自
己
紹
介
を
し
、
１

年
間
の
班
員
の
確
認
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日

は
、
６
年
生
が
修
学
旅
行
に

向
け
た
平
和
学
習
に
つ
い

て
下
級
生
に
説
明
し
、
折
り

鶴
の
作
り
方
を
伝
え
、
全
校

で
折
り
鶴
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
６
年
生
は
、

折
り
紙
を
拡
大
し
た
紙
を

用
意
し
、
一
つ
ず
つ
折
り
方

を
や
っ
て
見
せ
、
全
員
が
で

き
た
か
ど
う
か
を
確
認
し

て
い
ま
し
た
。
な
か
な
か
折

体
験
を
し
て
も
ら
い
、
農
業
の
楽

し
さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
イ
ベ
ン

ト
で
、
今
年
度
は
第
１
回
目
と
な

り
ま
す
が
、
多
く
の
親
子
連
れ
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

れ
な
い
下
級
生
も
い
ま
し

た
が
、
時
に
は
、
個
人
に
教

え
た
り
、
折
っ
て
あ
げ
た
り

し
て
、
何
と
か
全
員
一
羽

を
折
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
下
級
生
の
力
も
借
り

て
、
折
り
鶴
は
三
千
羽
に
な

り
ま
し
た
。

　

縦
割
り
班
活
動
で
は
、
掃

除
や
遊
び
、
そ
し
て
学
び
合

い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

や
活
動
を
通
し
て
、
相
手

を
認
め
合
い
、
支
え
合
い
、

伝
え
合
う
集
団
づ
く
り
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
一
年
間

の
児
童
の
成
長
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
２
日
、
勝
央
ド
リ
ー
ム

フ
ァ
ー
ム
で
「
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
ア
グ

リ
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
勝
央
ド
リ
ー

ム
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
勝
央
町
役

場
前
の
耕
作
放
棄
地
を
勝
央

町
・
し
ょ
う
お
う
志
援
協
会
の

ご
協
力
・
ご
支
援
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
勝
間
田
高
校
農
業
ク

ラ
ブ
が
農
地
と
し
て
再
生
し
、

圃
場
管
理
を
し
て
い
ま
す
。
Ｋ

ｉ
ｄ
ｓ
ア
グ
リ
体
験
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
子
ど
も
た
ち
に
農
業

勝央ドリームファームでジャガイモを収穫するようす

平和の願いを込めて全校で千羽鶴づくり

子は親の鏡

　1979年にノーベル平和賞を受賞
したマザーテレサ氏の言葉です。
　子は親の鏡と言われます。わが子
が自分と同じ言葉遣いをしたり、似
たような行動をとったりすること
に、はっとすることはないですか？
知らない間に、子どもは自分の分身
になっているところがあります。
　マザーテレサの言葉を、日頃の言
動には気をつけないといけないとい
う投げかけと捉えたらどうでしょ
う。子どもは無意識のうちに親を手
本にして育ちます。毎日の生活の親
の姿こそが、子どものお手本とな
り、最も影響力を持っていることを
頭に入れておきたいです。

（教育委員会）

思考に気をつけなさい、
それはいつか言葉になるから

言葉に気をつけなさい、
それはいつか行動になるから

行動に気をつけなさい、
それはいつか習慣になるから

習慣に気をつけなさい、
それはいつか性格になるから

性格に気をつけなさい、
それはいつか運命になるから

　広報しょうおうでは「読者プレゼント」企画を実施しています。

　お店にとっては広報紙でPRができるだけでなく、当選者

が来店してプレゼントと引き換えるので、来店のきっかけに

なります。詳しくは町ホームページをご覧ください。

広告料０円　必要なのはプレゼントだけ！

広報紙で商品＆お店をPRしませんか？

【詳細ページ】
24

人口

世帯数

と

令和７年６月１日現在

人　口　10,665人
（−８）

　　　　男　5,143人
　　　　女　5,522人

世帯数　4,810世帯
（±０）

※（　）内は前月比


